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1. はじめに 

1.1. 本書の目的 

本書は、先進のオープン＆クローズ戦略で成功した企業の事例を学び、18年度に経済産業省の国プロ

で受託した CIOF（コネクテッド・インダストリーズ・オープン・フレームワークのビジネス・エコシステムを想定

し戦略をまとめたものである。 

日本の第一人者である東京大学 小川紘一教授と意見交換した際に説明した資料の一部を報告書と

して纏める。 

1.2. 対象読者 

本書の対象読者は、19 年度以降に本格化するであろう「ものづくりデータ取引」の活用に向けて検討を

行おうとする企業における、実務担当者、管理者を含む。さらに、企業間のデータ授受を実現するための

IT システム提供者、開発者、研究者や、企業間のデータ授受当事者や支援者、データ利活用などに興味

を持つ全ての人にとって本書の内容が参考となれば幸いである。  
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2. ベンチマーク  

2.1. オープン＆クローズ戦略概要 

図１は、オープン＆クローズ戦略の重要性を説いておられる東京大学の小川紘一教授のところで纏め

られている戦略のフレームと概要である。クローズ領域とオープン領域の間にＩ／Ｆ領域というのがあり、

技術の例を見ながら、目指す方向や知財マネジメントを検討する手順になっている。検討順は先ずクロー

ズ領域を検討し、次にオープン領域、その後Ｉ／Ｆ領域を考えて、何を知財として守るかのマネジメントを最

後に検討する。 

 

図 1 オープン＆クローズ戦略の概要 
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戦略の策定ステップは、図２に示すとおり３×３のマトリックスで整理されており、この策定ステップを参

考にしながら戦略を検討した。 

 

図 ２ オープン＆クローズ戦略の策定ステップ 

2.2. ベンチマーク結果 （ダイキン） 

ベンチマークは、2017 年 8 月～2018 年 1 月にかけて行った。対象はアップル・インテルのような大手企

業から、ローカルモータのようなベンチャー企業まで、ユニークな戦略で成功した企業とした。先進事例の

ベンチマークを幾つか分科会メンバーで分担して実施した。本報告書では、内容が非常に充実しているダ

イキンの事例を紹介する。資料は経産省のＨＰにて公開されているので参照いただきたい。 
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図 ４ ダイキンの中国売上高推移 

ダイキンは 2000年代後半に中国市場で家庭用ＩＮＶエアコンの売上拡大に取り組んでいた。2008年 9月にＩＮＶ機の足

きり基準が引き上げられたが、ダイキンにとって不利な改正だったために、売上が落ち込む。これに対応するために、２

年後の 2010年 8月に中国企業大手の格力電機と共同で中国政府に働き掛け、ダイキンにとって有利に再改正を実施し

た。これによりＩＮＶエアコンの売上高は急成長する。 
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図 ５ 自社優位な規定を獲得するダイキンの事例 

エアコンのような製品には、環境配慮設計を義務付ける「エコデザイン指令」というのがあり、指令を作成する欧州委

員会にＩＮＶ技術が進んだダイキンにとって有利となる試験結果を提供し、季節ごとのエネルギー効率性を示す新たな指

標を導入し自社有利な規定を獲得した。 
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図 ７ ルールデザインの方法論 

我々の住む社会には、「ルール」がある。ルール形成の全体像や方法論についても情報公開されており、ルール形成

の目的は、国と企業、我々生活者にとって皆に都合のよい社会をつくることにある。国はConnected Industries（コネクティ

ッド・インダストリーズ）という概念を海外に発信し、消費者はデータを自由に流通させることでこれまで以上につながるも

のづくりを求めている。ここには技術革新が必要で、ゆるやかな標準やバリューチェーンに応じた多様なマネタイズが戦

域となる。ルール形成のステップでは課題や戦略のようなアジェンダを設定し、枠組みを形成し、今まさにルールデザイ

ンをしなければならない局面にある。ルールはスタンダードとレギュレーションの組合せになる。 
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図 ７ 目的別戦略の違い 

ルール形成の目的は幾つかのパターンがあり、目的別に戦略が異なる。日系企業が有利になるルールは「標準」の

方に入れ込み、競合を排除するためや競争軸を変えるためには規制の「認可条件」や「奨励措置」を変更するのが一般

的な戦略となる。 
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図 ７ 目的別戦略の違い 

スマートマニュファクチャリングやコネクティッド・インダストリーズを実現するためには従来のやり方では限界がある。

これからは各部門や各担当が自律分散／協調分散型で仕事をすることになり、これを可能にする仕組みを構築してい

かなければならない。これを実現するには新しい「製造プラットフォーム」が必要となる。 

 

図 ７ 全体像の把握 
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様々な業界の動向を分析し、自分達の環境を客観的に評価するステップで自己評価してみると、IVIは既に多くの海外

団体と MoU を結んでおり、ユースケースや活動のアウトプットを相互に利用しようとしている。連携実績については図８

に整理した。 

 

図 ８ 海外団体との連携実績 
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図 ８ ビジネス構造の俯瞰と付加価値領域 

 上位概念で全体像を把握すると、ビジネス構造を俯瞰することができる。データ連携は様々なステークホルダにより形

成されたビジネス・エコシステムで構成される。価値提供の流れから、技術的に付加価値の高い領域が見える。また、エ

コシステムを形成するためには、多くの情報は広く公開する Open 戦略が重要となる。 

 

 

図 ９ 自社のコア領域と技術開発での先行 
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 IVI のコア領域として、幾つかを例にして仮説をたて、技術開発で先行しているか否かをメンバーで検証した。IVI が設立

当初から検討してきた「ゆるやかな標準」における共通辞書という概念は先行事例の一つとなる。他の領域でもいくつか

IVI が先行していることが検証できたが、報告は割愛する。 

 

 

図 １０ 境界領域の事前設計 

 多くのパートナーとエコシステムを形成するためには、公開情報を決め I/F設計をしなければならない。検討の仮説を図

10 に示す。 

 戦略策定ステップで重要な検討となる「伸びゆく手の形成」についても、分科会メンバーで多くの議論を実施した。この

議論に関しては、結論を出さず次年度以降も継続していくこととする。 
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3. おわりに 

3.1. まとめ 

分科会メンバーによる仮説ではあるが、オープン＆クローズ戦略の全ての策定ステップを議論し整理し

た結果を小川紘一教授に報告した。特に「実現方法」に関して非常に貴重なご指導を頂き、新たな気づき

を得た。結果を図１１に示す。 

 

図 １１ 小川紘一教授からの指導 

3.2. 今後の展望 

多くの研究分科会メンバーに支えられて、検討してきたが、内容は充実したものであり、ものづくりデー

タ取引が加速する 19 年度以降も活動を継続したい。 
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